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亡率との相関が⽰されている（Forbang NI et al., 2016）．しかし，現在広く臨床現場
に普及している CT ではその巨視的プラークの活動性の評価は不可能であり，動脈硬
化初期段階の 50µm 未満と⾔われる微⼩⽯灰化を検出することも困難である． 
 近年 18F-sodium fluoride (18F-NaF) positron emission tomography/computed 
tomography （PET/CT）によるアテローム性動脈硬化における⽯灰化プラークのイ
メージングが報告されており，微⼩な活動性⽯灰化を⾮侵襲的に同定する可能性が⽰
唆されている．PET/CT のトレーサーである 18F-NaF は従来転移性⾻腫瘍の検出の
ために主に⽤いられてきた．⾻代謝の活発な部位でフッ化物イオンは⾻のハイドロキ
シアパタイト結晶のヒドロキシル基とイオン交換され，フルオロアパタイトを形成す
る．このイオン交換で 18F が取り込まれることにより，活動性⽯灰化が PET/CT で
検出可能となる．同様の機序で⾎管壁の微⼩な活動性⽯灰化の検出にも 18F-NaF 












対象は 2007 年 8 ⽉〜2015 年 11 ⽉の期間で，当院で 18F-NaF PET/CT を撮像され
た担癌患者もしくは整形外科疾患患者 34 ⼈ (平均年齢 57.5 歳,男性 16 ⼈,⼥性 18 ⼈)
である．すべての患者は約 1 年後に経過観察の単純 CT が施⾏されている．除外基準
としては⾎管炎，全⾝性炎症性疾患，3 か⽉以内の化学療法を設定している．18F-
NaF PET/CT 画像において⼤⾎管の⽯灰化プラークに関⼼領域を配置し，18F-NaF の
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